
ヤングケアラー実態調査について

ヤングケアラーの実態を把握し，県全体の支援の在り方についての検討
に活用する。

⑴ 実施期間
令和４年９月１日から令和４年10月３日まで

⑵ 対象者
小学６年生，中学生及び高校生（全日制・定時制・通信制）の約10％（※）

対象数：15,528人
回答数： 9,441人（回収率60.8％）

※ 中学生及び高校生については，公立学校・私立学校が対象（小学６年生は公立のみ）
⑶ 実施方法

対象学校の生徒に調査票を配布して実施（書面又はＷＥＢ）

・ 家族のケアの状況
・ 生活への影響
・ 支援ニーズ 等

１ 調査の目的

２ 調査の対象，方法等

３ 調査項目



調査結果①（世話をしている家族の有無）

〇 世話をしている家族の有無について質問。
→ 世話をしている家族が「いる」と回答したのは小学６年生で９．４％，中学
生で５．７％，高校生で３．８％。

いる
9.4％

いない
88.7％

無回答
2.0％

小学６年生（ｎ=1,433）

いる
5.7％

いない
90.1％

無回答
4.2％

中学生（ｎ=4,155）

いる
3.8％

いない
93.1％

無回答
3.1％

高校生（ｎ=3,853）



調査結果①-１（世話をしている家族の有無×学校生活等で
あてはまること（小学６年生））

〇 世話をしている家族の有無と学校生活等であてはまることについて分析。
世話をしている家族がいる場合は，いない場合に比べて多くの項目で割合が

高くなっている。



調査結果①-１（世話をしている家族の有無×学校生活等で
あてはまること（中学生））



調査結果①-１（世話をしている家族の有無×学校生活等で
あてはまること（全日制高校生））



調査結果②（世話をしている家族）

〇 世話をしている家族について質問（複数回答）。
→ 「きょうだい」が最も高い。

17.9％

11.2％

69.4％

32.0％

18.9％

61.3％

27.4％

20.5％

49.3％

父母

祖父母

きょうだい

小学6年生（ｎ＝130） 中学生（ｎ＝238） 高校生（ｎ＝146）

（小学６年生）
（中学生）

（高校生）



調査結果③（世話の頻度）

〇 世話をしている頻度について質問。
→ 「ほぼ毎日」が最も高い。

ほぼ毎日
50.7％

週に３〜５日
16.4％

週に１〜２日
17.2％

１か月に数日
4.5％

その他・無回答
11.1％

小学６年生（N=134）

ほぼ毎日
43.3％

週に３〜５日
15.1％

週に１〜２
日

15.5％

１か月に数日
6.7％

その他・無回答
19.3％

中学生（N=238）

ほぼ毎日
52.7％

週に３〜５日
10.3％

週に１〜２日
11.0％

１か月に
数日
5.5％

その他・無回答
20.5％

高校生（N=146）



調査結果④（平日１日当たりの世話時間）

〇 平日１日当たりの世話時間について質問。
→ 「３時間未満」が最も高い一方で，約２〜３割が３時間以上世話に費
やしている。

3時間
未満

56.7％
3~7時間

未満
19.4％

7時間以上
6.7％

無回答
17.2％

小学６年生（n=134）

3時間
未満

44.5％

3~7時間
未満

19.7％

7時間以上
4.6％

無回答
31.1％

中学生（n=238）

3時間
未満

35.6％

3~7時間
未満

26.0％

7時間以上
4.8％

無回答
33.6％

高校生（n=146）



調査結果④-2（世話に費やす時間×欠席の状況（小学６年生））

〇 平日１日当たりの世話時間と学校の欠席状況について分析。
世話時間が長いほど，欠席の割合が高くなっている。



調査結果④-2（世話に費やす時間×欠席の状況（中学生））



調査結果④-2（世話に費やす時間×欠席の状況（全日制高校生））



調査結果④-３（世話に費やす時間×遅刻・早退の状況（小学６年生））

〇 平日１日当たりの世話時間と学校の遅刻や早退の状況について分析。
世話時間が長いほど，遅刻や早退の割合が高くなっている。



調査結果④-３（世話に費やす時間×遅刻・早退の状況（中学生））



調査結果④-３（世話に費やす時間×遅刻・早退の状況（全日制高校生））



調査結果⑤（世話による制約）

〇 世話による制約について質問（複数回答）。
→ 「特にない」が最も高い。

3.7％

6.7％

6.0％

16.4％
62.7％

10.9％

10.5％

8.8％

12.6％

54.6％

13.7％

13.0％

13.0％

17.1％

49.3％

宿題をする時間や勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友達と遊ぶことができない

自分の時間が取れない

特にない

小学6年生（ｎ＝134） 中学生（ｎ＝238） 高校生（ｎ＝146）

（小学６年生）
（中学生）

（高校生）



調査結果⑥（世話の大変さ）

〇 世話の大変さについて質問（複数回答）。
→ 「特にきつさは感じていない」が最も高い。

15.7％

14.2％

12.7％

58.2％

6.3％

9.7％

11.8％

64.3％

9.6％

17.1％

11.0％

62.3％

体力の面で大変

精神的にきつい

時間的余裕がない

特にきつさは感じていない

小学6年生（ｎ=134） 中学生（ｎ=238） 高校生（ｎ=146）



調査結果⑦（相談経験の有無）

〇 世話をしている家族のことや世話の悩みを相談した経験の有無について質問。
→ 相談した経験が「ある」が約１〜２割，「ない」が約６〜７割。

ある
13.4％

ない
78.4％

無回答
8.2％

小学６年生（n=134）

ある
15.5％

ない
71.0％

無回答
13.4％

中学生（n=238）
ある

21.9％

ない
64.4％

無回答
13.7％

高校生（n=146）



調査結果⑦-１（相談経験の有無×平日世話時間（小学６年生））

〇 相談経験と平日１日当たりの世話時間の有無について分析。
小学６年生では世話時間が増えるに伴い相談経験がある割合が高くなっている

一方で，全日制高校生では７時間以上世話をしている全てが相談経験なしとなって
いる。



調査結果⑦-１（相談経験の有無×平日世話時間（中学生））



調査結果⑦-１（相談経験の有無×平日世話時間（全日制高校生））



調査結果⑦-２（相談経験の有無×世話による制約（小学６年生））

〇 相談経験の有無と世話による制約について分析。
世話に関する相談をしたことがある場合は，ない場合に比べて多くの項目で割合

が高くなっている。



調査結果⑦-２（相談経験の有無×世話による制約（中学生））



調査結果⑦-２（相談経験の有無×世話による制約（全日制高校生））



調査結果⑦-３（相談経験の有無×世話の大変さ（小学６年生））

〇 相談経験の有無と世話の大変さについて分析。
小学６年生・中学生では体力の面で大変な場合に相談経験がある割合が高い一方

で，全日制高校生は時間的余裕がない場合に相談経験がある割合が高い。



調査結果⑦-３（相談経験の有無×世話の大変さ（中学生））



調査結果⑦-３（相談経験の有無×世話の大変さ（全日制高校生））



調査結果⑧（相談経験がない理由（小学６年生））

〇 世話について相談した経験がない理由について質問（複数回答）。
→ 「相談するほどの悩みではない」が最も高い。



調査結果⑧（相談経験がない理由（中学生））



調査結果⑧（相談経験がない理由（全日制高校生））



調査結果⑧-１（相談なし理由×世話の大変さ（小学６年生））

〇 世話について相談をしたことがない理由と世話の大変さについて分析。
世話に大変さを感じている場合，小学６年生では「相談するほどの悩みでは

ないから」が最も高いのに対し，全日制高校生は「相談しても何も変わらない
から」の割合が比較的高くなっている。



調査結果⑧-１（相談なし理由×世話の大変さ（中学生））



調査結果⑧-１（相談なし理由×世話の大変さ（全日制高校生））



調査結果⑨（相談相手）

〇 世話について相談した相手について質問（複数回答）。
→ 「家族（父，母，祖父，祖母，きょうだい）」が最も高く，次いで
「友人」が高い。

88.9％

22.2％

5.6％

0.0％

0.0％

70.3％

43.2％

24.3％

5.4％

2.7％

65.6％

50.0％

25.0％

9.4％

6.3％

家族
（父，母，祖父，祖母，きょうだい）

友人

学校の先生（保健室の先生以外）

スクールソーシャルワーカーや
スクールカウンセラー

ＳＮＳ上での知り合い

小学6年生（ｎ=18） 中学生（ｎ=37） 高校生（ｎ=32）



調査結果⑩（学校や大人にしてもらいたいこと）

〇 学校や大人にしてもらいたいこと（必要な支援）について質問（複数回答）。
→ 「特にない」が最も高く，それ以外では「自由に使える時間がほしい」，
「勉強を教えてほしい（学習のサポート）」が高い。

13.4％

13.4％

9.0％

56.0％

4.6％

10.1％

9.7％

54.2％

4.1％

8.9％

8.2％

53.4％

自分のことについて
話をきいてほしい

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい
（学習のサポート）

特にない

小学6年生（ｎ=134） 中学生（ｎ=238） 高校生（ｎ=146）



調査結果⑪（ヤングケアラーの認知度）

〇 ヤングケアラーの認知度について質問。
→ 「聞いたことはない」が約５割を占め，「聞いたことがあり，内容も知ってい
る」と回答した割合は，小学６年生で１２．７％，中学生で２１．６％，高校生
で２５．８％。

聞いたことがあり，
内容も知っている

21.6％

聞いたことはある
が，よく知らない

20.9％

聞いたことはない
55.9％

無回答

1.6％

中学生（n=4,128）

聞いたことがあり，
内容も知っている

25.8％

聞いたことはある
が，よく知らない

21.5％

聞いたことはない
51.2％

無回答
1.6％

高校生（n=3,853）

聞いたことがあり，
内容も知っている, 

12.7％

聞いたことはある
が，よく知らない

15.8％
聞いたことはない

69.2％

無回答
2.3％

小学６年生（n=1,433）



調査結果⑫（ヤングケアラーであることの認識）

〇 自分がヤングケアラーにあてはまるかについて質問。
→ 「あてはまらない」が約８割を占めた一方で，「わからない」も１割程度ある。

あてはまる
1.9％

あてはまらない
84.8％

わからない
11.7％

無回答
1.6％

中学生（n=4,155）

あてはまる
1.9％

あてはまらない
86.7％

わからない
9.9％

無回答
5.6％

高校生（n=3,853）


